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ママさん大会の練習に励む婦人バレーボール敏室のみ，.さん

昨年8月に捌館しました市民体育館はみ伝さん

に愛されてスポ ア教室宇クラブ活動など年齢に

応じた体力つ〈りが獲し〈行なわれております.

現在スポーツ綾室ほ婦人パレ-:f.ール数2監の-

，.と二期.婦人パドミントン数3置があり、体力つ

〈りとしては婦人健康4史実の一期と=期.男子体
力っくり&溢があります.その他、スポーツ、健

制限クラブとして婦人パレーポールクラプ、婦人健

機クラブが沼周しており、トレ ユング盛でほ体

力向上の繕場と輸銀者に体:lJ1参断テストを兆蝕し

ております.全国でも珍しい体背館として温〈は

北海温からも見学に来て事り、利用者は現在まで

2R . ~OO人にもおよび、 生誕体育の場として、健康

で明るい震か芯市民生活の肉上K大きく沓与Lて
おります.

・・・・・圃

発行同時ノ大村市役所編集人/1Il事録長 場永敏之 印刷所/能文社印刷所

みんな元気に
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生涯体育を
市民体育館

毎月 1日・15日発行

健康で明るい豊かな生活を
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児

立里

手

当

の

支

給

範

囲

拡

大

十
歳
未
満
の
児
童
ま
で

児
童
手
当
は
こ
れ
ま
で
三
人
以

上
の
児
童
の
う
ち
に
、
児
童
手
当

制
度
が
発
足
し
た
昭
和
四
十
七
年

一
月
一
日
現
在
で
五
歳
未
満
の
児

童
(
昭
和
四
十
二
年

一
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
児
童
)
が
い
る
乙

と
が
必
要
で
し
た
が
、
乙
と
し
の

四
月
か
ら
は
、
そ
の
範
囲
が
ひ
ろ

が
っ
て
、
三
人
以
上
の
児
童
の
う

ち
に
、
乙
と
し
の
四
月

一
日
現
在

で
十
歳
未
満
の
児
童
(
昭
和
三
十

八
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た

児
童
)
が
い
れ
ば
支
給
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
乙
の
児
童
手
当
は
、
各

種
の
福
祉
年
金
や
児
童
扶
養
手
当

て
な
ど
を
受
け
て

い
る
人
で
も
支

給
さ
れ
ま
す
。

『成人式』

一
月
十
五
日
は
、

お
と
な
に
な

っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
み
ず

か
ら
生
き
ぬ
こ
う
と

す
る
青
年
を
祝
い
励

ま
す

「
成
人
の
日
」

こ
の
日
当
市
で
成

人
式
を
迎
え
ら
れ
た

人
は
、

男
子
四
百
五

十
九
人
、
女
子
四
百

八
十
一
g

人
計
九
百
四

十
人
で
し
た
。

家

庭

と

盛大に

，.. 
L. 

ど

も

し

あ

わ

せた

のめ

支
給
要
件

児
童
手
当
の
支
給
は

今
年
四
月
か
ら
十
八
歳
未
満
の

児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
お

り
、
そ
の
う
ち
一
人
以
上
が
昭

和
三
十
ぺ
年
四
月
二
日
以
後
に

生
ま
れ
た
児
童
で
あ
る
こ
と
。

当
日
は
、
午
前
十
時
か
ら
市
民

会
館
で
式
典
を
す
ま
せ
、
ひ
き
つ

づ
き
新
成
人
の
主
践
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
新
成
人
者
に
よ
る

舞
踊
、
蛇
踊
り
、
福
笑
い
、
会
場

コ
ー
ラ
ス
な
ど
を
行
な
い
、
乙
の

日
の
喜
び
を
わ
か
ち
あ
い
ま
し
た

特
に
、
成
人
式
準
備
会
の
よ
び

か
け
に
よ
り
、
新
成
人
者
に
よ
る

カ
ン
パ
を
行
な
い
現
在
建
設
中
の

市
立
図
書
館
に
「
新
成
人
の
時
計
」

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

の

土
地
や
建
物
を
売
っ

た
場
合
の
…

…
利
益

(譲
渡
所
得
)
に
対
し
て
は
日

…
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

…
0
乙
の
譲
渡
所
得
に
か
か
る
所
得

…

…
税
の
申
告
や
納
付
は
、
売

っ
た
年

…

"
の
翌
年
の
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
一

日
十
五
日
ま
で
の
聞
に
申
告
す
る
乙…

日
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

…
0
申
告
期
限
を
経
過
し
ま
す
と
、…

ふ
え
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
一

加
算
税
や
延
滞
税
な
ど
、
余
分
の

…

市
福
祉
事
務
所
で
請
求
の
手
続

一
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

…

き
を
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

一
ん
の
で
、
期
限
ま
で
に
は
必
ず
申

…

…
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所

得

税

第

三

期

分

の

…

H
H
H
U
J刊
訂
…

…
収
用
、
競
売
、
公
売
、
代
物
弁
済

…

納

付

書

の

提

出

方

法

…

な
ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
一
…

日
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は

…

所
得
税
第
三
期
分
の
納
税
時
期
@
口
座
振
替
に
よ
り
納
税
さ
れ
る

…
申
告
な
ど
の
手
続
き
を
す
る
乙
と

…

は
、
税
務
署
で
も
最
も
忙
し
い
時
か
た
は
同
封
の
振
替
用
納
付
書
に

…
に
よ

っ
て
、
税
金
が
か
か
ら
な
く
…

期
に
当
た
り
ま
す
。

O
納
付
税
額

・

…
な

っ
た
り
、
ま
た
は
、

安
い
税
金

…

ま
た
納
税
者
の
か
た
が
自
ら
納

O
振
替
金
融
機
関
名
ま
た
は
税

一
で
す
む
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す
O

H

税
額
を
計
算
し
納
税
し
て
い
た
だ

務
署
で
設
け
た
金
融
機
関
番

…
O
譲
渡
所
得
の
計
算
や
申
告
の
手

…

く
申
告
納
税
制
度
の
た
て
ま
え
か

号

…
続
き
な
ど
が
わ
か
ら
な
い
か
た
は
…

ら
、
振
替
納
税
用
の
納
付
書
に
つ

O
住
所
、
氏
名

…
税
務
署
資
産
税
担
当
で
、
い
つ
で

…

い
て
も
納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
書
ぷ

を
記
載
し
、
確
定
申
告
書
と
い
っ

…
も
相
設
に
応
じ
て
お
り
ま
す
の
で

…

い
て
い
た
だ
く
乙
と
に
し
た
も
の
し
ょ
に
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ

…
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

…

で
す
。

さ
い
0

・

に

4月から新たに児童手当を受け
ることができる人と児童手当の

額がふえる人との例

(…。ι …)額です。 ¥

4月からは、3，000円に口 と口 の数j
をかけた額になります。

新たに児童手当を受けることができる人

児童が16歳、12歳、;豆 11の3人の場合

4月から 3，000円x1 =3，000円

手

続

四

月

か
ら
新
た
に
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
か
た
や
児
童
手

当
の
額
が
こ
れ
ま
で
の
額
よ
り

児童手当の額がふえる人

児童が16歳、11歳、117t&11、団 の4人
の場合

3月まで

4月から

土
地
や
建
物
を
売

っ
た
と
き
の
税
金

3，000円x1 =3，000円

3，000円x2 =6，000円

⑤ 

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

み
ん
な
で
守
ろ
う
。
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「
不
燃
r

物
は
必
ず
き
め
ら
れ
お
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」
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高
齢

者
の
医

療
費
支

援協多緩 象
いそいで手続きを

給
申
請

の
手
続

き
『
は
お

済
み
で

1
)
ょ
λ
J

'明
H
N

乙
の

取
り
扱

い
が
次

の
よ
う

に
変
わ

う
で
お

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

て

市
が
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

高
齢
者
の
医
療
費
の
支
給
制
度

は
、

τ凡
一
日
か
ら
国
の
制
皮

おお むら市政だより(3) 

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

二、

大
村
市
高
齢
者
医
療
費
受
給

資
格
者
証
は
、
一

月

一
日
か
ら

無
効
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

無
効
に
な
り
ま
し
た
資
格
者
証

は
、
福
祉
事
務
所
か
各
出
張
所

に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

一二
、
国
の
受
給
者
証
交
付
申
請
書

は
、
満
七
十
歳
に
な
る
月
の
前

月
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て

お
ら
れ
な
い
か
た
は
、
満
七
十

歳
以
上
で
あ
っ
て
も
老
人
医
療

費
の
支
給
は
受
け
ら
れ
な
い
の

で、

必
ず
交
付
を
受
け
て
く
だ

大』い。ま
た
受
給
者
証
の
有
効
期
間

は
、
さ
か
の
ぼ
れ
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

最

近

話

題

P 

C 
• 

最
近
話
題
に
な

っ
て
お
り
ま
す

p
・
C
-
B
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す。
p

・c
・B
(ポ
リ
塩
化
ピ
フ

ヱ
ニ
l
ル
)

@
は
じ
め

明
治
十
四
年
に
合
成

さ
れ
た
化
学
物
質
と
し
て
歴
史
は

古
い
。
明
治
三
十
二
年
に
は
ド
イ

ツ
の
塩
素
電
解
工
場
か
ら
中
寿
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

p
・

c
-

B
が
環
境
汚
染
物
質
と
し
て
問
題

に
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十

一
年
、

ス
エ
!
デ
ン
で
魚
類
な
ど
の
体
内

に
含
ま
れ
る
不
明
の
有
機
塩
素
系

の• 
B 

と

{ま

化
合
物
が

p
・

c
-Bで
あ
る
乙

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
後
各

国
で
の
検
出
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に
報
告

さ
れ
て
き
た
。

。
化
学
的
組

成

ピ

ブ
ェ
ニ
l
ル

の
水
素
が
塩
素
で
置
換
さ
れ
た
も

の
の
総
称
で
、
実
際
に
は
一二
1
六

塩
素
化
合
物
が
多
い。

。

性

質

塩

素
数
に
よ

っ
て
物
理

化
学
的
性
質
が
異
な
り
、
油
状
液

体
か
ら
白
色
結
日
間
透
明
な
樹
脂
性

ま
で
多
彩
な
形
を
持

っ
て
お
り
、

お
も
な
性
質
は

川
化
学
的
に
不
活
性
で
酸
、
ア
ル

カ
リ
と
反
応
し
な
い
。

ω油
や
有
機
溶
剤
に
よ
く
と
け
る

凶
不
燃
性
で
薄
膜
状
で
も
乾
燥
し

'
f

晶、。

J
J

3
U
 

凶
絶
縁
性
、
耐
熱
性
が
す
ぐ
れ
て

い
る
。

。
帰
途

川
最
大
の
用
途
は
電
気
関
係
で
、

特
に
ト
ラ
ン
ス
油
、
コ

ン
デ
ン
サ

ー
州
に
製
造
量
の
約
半
分
を
使
う

凶
熱
媒
体

(「
仙
症
事
件
」
と
し

て
有
名
〉

間
ノ
l
カ
ー
ボ
ン
紙

〈
感
圧
複
写

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

j一糖 尿 病 の「

1-食じ療法相談日一

院病
..L. 

J.L 市

紙
)
凶
塗
料
、
印
刷
イ

ン
ク
な
ど
に
添

加
し
、
塗
膜
を
強
硬
、
柔
軟
に
す

る。。

毒

性

油

症
事
件
に
お
け
る
患

者

一
人
平
均
の
油
摂
取
量
は
約
八

百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
で
、
油
中
の

p

・

c
-Bは
二
千

1
一一一千
m
と
推

定
さ
れ
る
の
で

P
・
C
-
B
量
と

し
て
約
二
グ
ラ
ム
を
四
カ
月
聞
に

摂
取
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ヲ
令
。
主
な
症
状
と
し
て
は

川
眼
険
浮
腫

凶
眼
脂
の
増
加

同

マ
イ
ボ

l
ム
腺
腫
大

凶
座
箔

様
皮
疹

矧
全
身
倦
怠

視
力
減

弱

附

色
素
の
異

常

沈

着

関

節

痛。
処
理
方
法

山
活
性
炭
処
理
日
除
去
率
九
十

i

九
十
五
パ
ー
セ
ン

ト

。
相
談
日

糖
尿
病
の
食
じ
療
法
相
談
を
行
-

な
っ

て
い
ま
す
。

ど
希
望
の
か
た
は
内
科
ま
で
ど

一

連
絡
く
だ
さ
い。

-

個
人
個
人
に
適
切
な
指
導
を
い

一

た
し
ま
す
。

V

毎
週
金
曜
日

午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で

@
担
当
医
師

藤
田

羊

凶
焼
却
処
理
H

九
十
九

・
九
九
八

六
パ
ー
セ
ン
ト

。
規
制
食
品
中
に
お
け
る
許
容

基
準
は
、
現
在
わ
が
国
で
は
検
討

中
で
近
く
暫
定
的
安
全
基
準
が
決

定
さ
れ
る
と
と
と
思
う
が
、
米
国

で
は
牛
乳
で

0
・
二
町
、
魚
五
町

と
な
っ
て
い
る
。
魚
の
消
費
は
日

米
で
は
相
当
の
聞
き
が
あ
り
、
そ

の
ま
ま
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
が
、
牛
乳
の

0
・
二
町
を

参
考
に
さ
れ
る
と
、
大
略
の
見
当

は
つ
く
と
思
う
。
ま
た
、
排
水
基

準
に
つ
い
て
も
近
く
設
定
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
そ
の
他

p
・

c
-

R
使
用
製
品
に
つ
い
て
は
、
開
放

系
製
品
は
全
面
使
用
禁
止
、
閉
鎖

系
製
品
に

つ
い
て
も
回
収
で
き
る

も
の
以
外
は
、
今
後
、
新
た
な
使

用
を
中
止
し
た
。



(4) -
b
 

おおむ市政だより
昭和48年2月1日
1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111110 

お

し

せ

り

注
射
と
検
診

圃
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ

リ
ア
・
破
傷
風
(
混
合
〉

予

防

接

種

の
対
象
者

①
第
一
期
の
も
の
(
初
回
免
疫
者
〉

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

な
い
も
の
ι

。

向
第
二
期
の
も
の
(
追
加
免
疫
者
〉

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一
年

か
ら
一
年
半
た
勺
た
も
の
。

な
お
、
こ
の
期
聞
に
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領

の
第

↓
期
の
も
の

三
週
間
お
き

に
三
回
接
種
。

②
第
二
期
の
も
の
い
ず
れ
か
の

自
に
一
回
接
種
。
料
金
は
無
料
。

禁
忌
者
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
、
胸
腺
リ
ン
パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
か
た
は
、
接

種
前
に
医
師
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

国
ジ
フ
テ
リ
ア
の

予

防

接

種

対
象
者
小
学
校
入
学
前
六
カ
月

以
内
の
も
の
(
幼
稚
園
な
ど
で
接

種
し
て
い
な
い
も
の
)

禁

忌

者

有

熱
患
者
、
か
勺
け
、

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者

胸
腺
リ
ン
パ
体
質
者

な
お
、
接
種
目
時
そ
の
他
は
前

記
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
(
混
合
)
予
防
接
種
に
し
た

百日ぜき・ジフテリア・破傷風(混〕

予防接種実施日程表

場 名
接 種 日

2回目 Ul回目
市 役 所

2月6日 2月27日
萱瀬出張所 (火〉

諏訪公民館

三浦診療所 2月7日 2月28日
(水) (水〉

鈴田出張所

竹松本町公民館
2月8日 3月1日

福重出張所 (木) (木)

中地区公民館
2月9日 3月2日

松原出張所 (金) (金〉

が
っ
て
行
な
い
ま
す
。

園
二
月
の
妊
婦

お
よ
び
乳
幼
児
検
診

目 |場所 i時間
2日|萱瀬出張所 19:30--11:00 

13日l鈴田出張所 19: 30---11: 00 

14日|三浦診療所 19:30--11:00 
1 ~.M tlJ;J"，;:;r:: 19:30--11:00 16日|竹松出張所 |1 IJ 'l"-'I-WJJ.lU-;1 1 13:00~15:00 

20日|福重出張所 113:30--15: 00 

21日|松原出張所 19:30--11: OO! 
※16・20日は乳幼児のみ

園
原
爆
被
爆
者
の

収

容

検

査

※時間はいずれも午後2時--3時

ロ
ロ
的
山原
子
爆
弾
被
爆
者
対
策
の
一
環

と
し
て
健
康
診
断
の
結
果
精
密

検
査
を
必
要
と
す
る
者
の
う
ち

収
容
し
て
検
査
を
行
な
い
健
康

管
理
の
充
実
強
化
を
図
る
。

名
称原
子
爆
弾
被
爆
者
健
康
管
理
所

住

所

長

崎

市
湖
町

入
所
検
査
に
つ
い
て

健
康
診
断
で
入
所
検
査
の
必
要

が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
か
た
を

三
日
程
度
入
所
さ
せ
て
精
密
検

査
を
行
な
い
ま
す
。

な
お
一
般
検
査
も
し
ま
す
。

無
料

料
金

4今

「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
た
日
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

入
所
(
収
容
検
査
)

各
人
に
入
所
日
を
通
知
し
ま
す

※
く
わ
し
く
は
保
健
所
ま
た
は
市

社
会
課
へ

募

集

園
市
営
池
田
・
久
原
団
地

入

居

者

募

集

市
営
池
田
ア
パ
ー
ト
お
よ
び
久

原
住
宅
が
、
ま
も
な
く
完
成
し
ま

す
の
で
次
の
と
お
り
公
募
し
ま
す

マ
市
営
池
田
ア
パ
ー
ト

第
二
種
中
層
耐
火
構
造
四
階
建

十
六
戸

@
間
取
り
六
畳
、
四
・
五
畳
、

二
畳
程
度
の
板
張
、

洗
面
所

浴
室
、
炊
事
場
、
押
入
れ
二

カ
所
、
水
洗
便
所
、
水
道
、

都
市
ガ
ス

。
一
戸
当
た
り
四
六
・
四
四
平
方

メ
ー
ト
ル

@
家
賃
六
千
円
(
予
定
〉

マ
市
営
久
原
団
地

第
二
種
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

ムハ一戸

@
間
取
り
図
畳
、
三
畳
、
四
・

五
畳
の
板
張
(
二

D
K
〉

浴
室
、
炊
事
場
、
物
置
、
便

所
汲
取
り
式
、
押
入
れ
二
カ

所

L
P
集
中
ガ
ス
、

水
道

@
一
戸
当
た
り
四

0
・
三
八
平

方
メ
ー
ト
ル

@
家
賃
五
千
三
百
円
(
予
定
)

@
敷
金
家
賃
の
三
カ
月
分

入
居
資
格

①
市
内
に
住
所
か
勤
務
場
所
を
有

し
所
定
の
家
賃
、

敷
金
を
支
払

う
能
力
を
有
す
る
人
。

②
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
収
入
を

合
算
し
て
、
昭
和
四
十
七
年
中

の
総
収
入
を
所
得
税
法
に
よ
る

控
除
を
し
た
残
額
を
十
二
で
割

っ
た
額
か
ら
、
扶
養
親
族
一
人

に
つ
き
五
千
円
を
控
除
し
た
額

が
三
万
円
以
下
で
あ
る
乙
と
。

③
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
(
未
周
の
妻

を
含
む
)
が
あ
る
乙
と
。

公
募
期
間

二
月
十
九
日

1
二
月
二
十
八
日

申
込
場
所

市
民
課
ま
た
は
各
出
張
所

抽
せ
ん
日
三
月
五
日
午
前
九
時

市
役
所
大
会
議
室

入
居
予
定
日
四
月
上
旬

く
わ
し
く
は
建
築
課
へ

国
保
育
所
入
所
児
を

募

集

新
年
度
の
保
育
所
入
所
児
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
所
申
請
書
は
福
祉
事
務
所
と

各
保
育
所
に
備
え
て
お
り
ま
す
が

み
ん
な
で
守
ろ
う
。

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
に
堤
出
し

て
く
だ
さ
い
。

入
所
で
き
る
保
育
所
と
人
員

池
田
保
育
所

・
三
域
保
育
所
・

竹
松
保
育
所
・
本
町
保
育
所
・

菅
瀬
保
育
園
・
植
松
保
育
園
・

妙
宣
寺
保
育
園
は
若
干
名

久
原
保
育
園
・
中
央
保
育
所
は

六
十
名

入
所
で
き
る
基
準

家
庭
で
保
育
に
欠
け
る
児
童
に

限
り
ま
す
。

申
請
期
限
二
月
二
十
八
日

く
わ
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ

圏
交
通
遺
児
奨
学
生
を

募

集

県
交
通
遺
児
奨
学
会
で
は
次
の

と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
県
内
に
住
所
を
有
す
る
子

弟
で
家
計
の
支
持
者
ま
た
は
保

護
者
が
交
通
事
故
(
陸
上
交
通

海
上
交
通
、

航
空
交
通
の
各
事

故
)
に
因
り
死
亡
し
た
家
庭
の

遺
児
で
、
高
等
学
校
に
進
学
を

希
望
す
る
者
ま
た
は
高
等
学
校

に
在
学
中
の
生
徒
で
経
済
的
理

由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者

受
付
期
間
三
月
十
日
ま
で
に
進

学
予
定
者
は
市
教
育
委
員
会
へ

在
学
生
は
各
高
等
学
校
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

/ 
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「
不
燃
物
は
必
ず
き
め
ら
れ
方
自
に
、

き
め
ら
れ
た
場
所
に
」

圃
市
民
音
楽
祭

出
演
申
込
受
付

恒
例
の
市
民
音
楽
祭
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

期
日

三
月
十
八

日

午

後

一
時

会
場

市
民
会
舘

種
目

邦
楽
、
声
楽
、
器
楽
、
コ

ー
ラ
ス
の
各
部
門

出
演
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る

一
般
市
民
ま
た
は
職
場
の
グ
ル

ー
プ
を
対
象
と
す
る
。

出
演
時
間

お
お
む
ね
十
分
を
阪

度
出
演
経
費

自
己
負
垣

申
込
ま
た
は
問
合
せ

市政だより(5) 

事業栄之迷惑をかけます

規
定
の
用
紙
で
二
月
末
日
ま
で

市
社
会
教
育
課
へ

そ
の
他

川
運
営
委
員
会
を
構
成
し
、
出
演

者
並
び
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編

成
な
ど
を
協
議
決
定
す
る
。

凶
出
演
申
込
の
多
い
場
合
ま
た
は

会
の
趣
旨
に
不
適
当
と
認
め
ら

れ
る
場
合
は
出
演
を
断
る
こ
と

が
あ
る
。

間
申
込
期
日
厳
守
で
、
そ
の
後
は

受
け
付
け
な
い
。

-
県
立
専
修
職
業

訓
練
校
生
徒
募
集

願
書
受
付

新
規
中
卒
者

l
二
月
末
日
ま
で

大村空港大橋の橋台・橋脚杭打工事

空
港
建
設
局
よ
っ

て
四
十
八
年
三
月
下
旬
ご
ろ

で
は
、
た
だ
い
か
ら
約

一
カ
月
間
(
気
象
条
件
で

ま
新
大
村
空

港

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
)

建
設
に
伴
う
空

夜

間
に
こ
の
杭
打
工
事
を
施
行
し

港
大
橋
の
下
部

ま

す。

工
事
を
施
行
し

こ

の
工
事
は
、
杭
打
機
械
の
高

て
お
り
ま
す
。

さ

が
約
四
十
メ
ー
ト

ル
も
あ
り
、

先
般
の
試
験
現
空
港
の
滑
走
路
線
上
に
位
置
す

杭
打
工
事
の
さ
る
た
め
、
航
空
保
安
上
ど
う
し
て

い
も
、
夜
間
騒

も

夜
間
の
作
業
で
な
け
れ
ば
実
施

音
で
市
民
の
皆
で
き
ま
せ
ん
。

~

様
に
た
い

へ
ん

ど

迷

惑

と
は
存
じ
ま
す
が
、
こ
日

ど
迷
惑
を
お
か

の
点
ど
理
解
い
た
だ
き
ど
協
力
く
V

け
し
ま
し
た
が
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

V

本
工
事
着
工
に

長
崎
県
大
村
空
港
建
設
局
戸

高
卒
者、

中
高
年
齢
者
等

l
三

月
上
旬
ま
で

選
考

三
月
中

面
接
お
よ
び
適

性
検
査

入
校
時
期

四
月
初
旬

※
新
規
学
卒
者
以
外
は
公
共
職
業

安
定
所
を
経
由
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

訓
練
校

長
崎
専
修
職
業
訓
練
校

西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田
郷

付
定
員

三

百

十

名

同
訓
練
科
目

機

械

、
溶
接
、
自

動
車
整
備
、
建
築
、
配
管
、
土

木
、
塗
装
、
縫
製
、
事
務

佐
世
保
専
修
職
業
訓
練
校

佐
世
保
市
沖
新
町
三
二

付

定

員

三

百
三
十
名

同
訓
練
科
目

機

械
、
板
金
、
溶

接
、
機
械
製
図
、
電
気
工
事
、

電
子
機
器
、
自
動
車
移
備
、
ブ

ロ
ッ
ク
建
築
、
塗
装
、
事
務

※
そ
の
他
、
北
松
、
島
原
、
松
浦

五
島
に
も
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
各
訓
練
校
か
各
公

共
職
業
安
定
所
へ

圃
県
立
盲
学
校
生
徒

募

集

入
学
資
格

盲
児
な
ら
び
に
普
通

の
文
字
が
よ
く
見
え
に
く
い
弱

視
の
人
な
ど

募
集
人
員

小
学
部
一

1
六
年

若
干
名

中
学
部
一

1
三
年

若

干

名

高

等

部

普

通
科

一
年

若

干

名

保
健
理
療
科

一
年

若

干

名

募
集
期
間

小

・
中
学
部

三
月
二
十
日
ま
で

高
等
部

一
次
募
集

二
月
二
十

四
日
ま
で

二
次
募
集

三
月
三
十
一
日
ま

で
入
学
検
査

小

・
中
学
部

四
月
六
日
1
七
日

高
等
部

一
次
募
集

三
月

一
日

ー
三
日

二
次
募
集
四
月
六
日

I
七
日

申
込
・
問
合
せ
先

県
立
盲
学
校

長
崎
市
橋
口
町

一
O
l四
七

貸

付

圃
母
子
(
寡
婦
)
家
庭
に

就
職
、
就
学
、
修
学

資
金
を
貸
付

母
子

(
寡
婦
)
家
庭
の
子
ど
も

が
就
職
に
必
要
な
費
用
お
よ
び
高

校
、
大
学
、
各
種
学
校
へ
進
学
す

る
場
合
の
入
学
費
用
、
修
学
費
用

を
貸
し
付
け
ま
す
。

資
格

子
ど
も
を
現
に
扶
養
し
て

お
ら
れ
る
母
子

(寡
婦
)
家
庭

み
μ
ん
な
で
守
ろ
う
。

の
母

(
配
偶
者
が
精
神
や
身
体

の
障
害
の
た
め
働
く
乙
と
が
で

き
な
い
場
合
も
含
む
)

※
就
職
支
度
資
金
、
就
学
支
度
資

金
を
四
十
七
年
度
内
に
貸
付
希

望
の
か
た
は
、
二
月
十
日
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
福
祉
事
務
附
へ

申
込
場
所

福
祉
事
務
所

講

習

会

圃
公
民
舘
講
座

「
や
さ
し
い
経
済
学
」

日

時

二

月
十
五
日

1
三
月
八
日

毎
週
木
曜
日

四
回

午
後
七
時

t
九
時

内
容

社
会
現
象
を
経
済
を
通
じ

て
学
習
す
る

場
所

中
央
公
民
館

定
員

市
内
に
住
む
十
八
歳
以
上

の
男
女

三
十
名

講
師

丸
谷
捷
治
先
生

(大
村
高

校
教
諭
)

受
講
料

無
料

申
込
方
法

氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
を
電
話
ま
た
は
官
製
ハ
ガ

キ
で
二
月
十
三
日
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
期

限
前
で
も
定
員
に
な
り
ま
し
た

ら
締
め
切
り
ま
す
。

申

込

先

中

央
公
民
館

大
村
市
久
原
郷

一
の

圃
危
険
物
取
扱
者

講

習

会

目
的危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
す
る

危
険
物
取
扱
者
に
危
険
物
取
扱
作

業
の
保
安
に
関
す
る
講
習
を
受
け

さ
せ
災
害
の
防
止
を
は
か
る
。

対
象
者

側
昭
和
四
十
六
年
六
月
一
日
以
降

に
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し

た
抱
険
物
取
扱
者
で、

そ
の
者

の
免
状
取
得
が
昭
和
四
十
三
年

以
前
の
者

阿
川
以
外
の
者
で
、
乙
の
講
習
を

希
望
す
る
も
の
の
う
ち
昭
和
田

十
三
年
以
前
に
免
状
を
取
得
し

現
在
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事

し
て
い
る
者
。

期

日

二

月
十
五
日

場
所

市
民
会
舘

受
講
料

八
百
円

申
請
受
付
期
間
二
月
一
日

1
二

月
七
日

受
講
手
続

申
請
書
は
県
消
防
々
災
課
か
各

消
防
署
で
交
付
し
ま
す
。

提
出
先
長
崎
県
消
防
々
災
課
危
険
物
係

問

合

せ

県

消
防
々
災
課
か
各
消

防
署
ヘ



C6) 

催
し
も
の

り

置
ラ
テ
ン
リ
ズ
ム
の
王
者

エ
ド
ム
ン
ド
・
ロ
ス
楽
団

大

村

演

奏

会

おおむ

美
し
い

メ
ロ
デ
ィ

ー、

激
し

い
リ
ズ
ム

・
ダ
イ
ナ

ミ
ツ

ク
な

サ
ウ
ン
ド

i
け
ん
ら

ん
た
る
は

な
や
か
さ

を
持
っ
た

す
ば
ら
し

い
演
奏
が
、
あ
な
た
の
前
に
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

こ
れ
が
エ
ド
ム
ン
ド
・

ロ
ス
楽

団
の
演
奏
で
す
。

こ
の
事
業
は
市
の
文
化
振
興
事

業
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
る
も

の
で
す
。

日
時

三
月
四
日

午
後
二
時

会
場

市
民
会
舘

主
催

市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会

後

援

市

教
育
委
員
会

入
場
料
@
千
五
百
円

⑧
千
二
百
円
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入
場
券
発
売
お
よ
び
場
所

一
一月
十
日

一
斉
発
売
(前
売
)

森
竹
電
気
商
会
・

ア
オ
パ
ラ
ジ

オ
庖

・
原
田
楽
器
庖
古
町
居

・

長
崎
書
庖

・
市
民
相
談
室

・
商

工
会
議
所
・

青
年
会
議
所
・
社

会
教
育
関
係
団
体
グ
ル
ー
プ

※
く
わ
し
く
は
社
会
教
育
課
へ

講

演

会

圃
子
ど
も
の
才
能
を

ど
う
伸
ば
す
か

教
育
講
演
会

日
時

二
月
五
日
午
後
二
時

会
場

市
民
会
舘

講
師

「
現
代

っ
子
」

な
ど
テ
レ

ビ
で
お
な
じ
み
の

教

育

評

論

家

阿

部

進
先
生

主

催

市

教
育
委
員
会
一

・
市
P
T

A
連
合
会

・
市
連
合
婦
人
会

後
援
長
崎
新
聞
社

入
場
整
理
券

会
場
整
理
の
た
め
入
場
整
理
券

(
無
料
)
を
市
内
小

・
中
学
校

P

T

A
事
務
局

(
小
・
中
学

校
)
市
内
各
地
区
婦
人
会
長
宅

ま
た
は
市
社
会
教
育
課
で
発
行

し
ま
す
。

枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で、

早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

大
』い。ス

ポ
ー
ツ

-
婦
人
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教

室

次
の
と
お
り
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
教

室
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ

て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所

市
民
体
育
館

期

間

一

月
二
十
四
日

1
三
月
二

十
八
日

日
時

毎
週
水
曜
日

午
後
七
時
I
九
時

参
加
料

無
料

申
込
先

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
、
市

体
育
課
へ

十
八
歳
以
上
の
女
子

資
格

園
第
二
期
婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

次
の
と
お
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

〆

室
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
1

ふ
る
っ

て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所

市
民
体
育
館

期

間

二

月
中
旬

t
四
月
下
旬

日
時
毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
I
正
午

参
加
科

無
料

申

込

二

月

十

五
日
ま
で
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ

か
電
話
で
体
育
課

へ

圃
体
力
つ
く
り
教
室

次
の
と
お
り
体
力
つ
く
り
教
室

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
ふ
る

っ
て
ど
参
加
く
だ
さ
い
。

対

象

一

般

男

子

三
十
歳
以
上

内
容

健
康
体
操
、
ボ
ー
ル
運
動

軽
ス
ポ
ー
ツ
、
器
具

(
ウ
エ

イ

ト
付
車
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
台
‘
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン

、
ロ
ー
ウ
エ
ッ
ク

ス
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
車
な
ど
)

場

耐

市

民
体
育
館

臼
時

毎
週
土
曜
日

午
後
二
時
1
四
時

期

間

一

月
下
旬
1
三
月
下
旬

申
込
二
月
十
五
日
ま
で
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ
か
電
話

で
体
育
課
へ

圃
ニ
ッ
タ
ク
杯
月
例

車

球

大

会

日
時

二
月
十
八
日

(
日
)

午
前
九
時
開
始

場

所

市

民
体
育
館

競
技
種
目
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

男
・
女
ダ
ブ
ル
ス
、
男
子
三
十

歳
以
上
の
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
料
一

般

百
五
十
円

中
学
・
高
校
生

百
円

ダ
ブ
ル
ス
二
百
円

申
込
締
切
二
月
十
一

日

(
日
)

申
込
場
所

杭
出
津
郷
七

O
四

親
和
金
融
合
資
会
社
内

俵
淳

一
郎
ま
た
は
本
町
大
村
ス
ポ
ー

ツ
社
大
村
卓
球
協
会

-
市
長
杯
争
奪
柔
道
大

会

大

村

部

隊

A
チ

ー
ム
が
優
勝

昨
年
十
二
月
十
七
日
、

市
民
体

育
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
市
長
杯

争
奪
柔
道
大
会
は
十
三

チ
l
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た

結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

八
団
体
〉

優
勝

大
村
部
隊
A
チ
l
ム

準
優
勝
大
村
園
芸
高
校
A
チ
l

ム

三
位

竹
松
部
隊
チ
l
ム

八
個
人
〉

優
勝

野

原

享

(海
上
自
衛
隊
)

準
優
勝

神
田
貞
行
(
竹
松
部
隊
)

三
位

中
島
鉄
也

(大
村
工
業
高

校
)

そ

他

の

圃
発
明
相
談
室
開
設

二
月
十
日
(
土
)

十
時

1
十
二
時

場
所
市
商
工
観
光
課

※
県
発
明
協
会
か
ら
担
当
者
が
出

向
い
て
き
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

な
お
、
四
十
八
年
度
の
予
定
は

次
の
と
お
り
で
す
。

五
月
十
二
日
・
八
月
十
一
日
・

十
一
月
十
日

い
ず
れ
も
十
時

t
十
二
時

日
時

圃
税
の
無
料
相
談

税
理
士
記
念
日
行
事
の

一
環
と

し
て
次
の
と
お
り
税
の
無
料
相
談

が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、

ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
時
二
月
二
十
三
日

(金
)

午
前
十
時
l
午
後
四
時

場
所

大
村
商
工
会
議
所
会
議
室

主
催

九
州
北
部
税
理
士
会
長
崎

支
部

-
二
月
の
実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

。

一
日
か
ら
三
日
ま
で

O
五
日
か
ら
十
日
ま
で

O
十
二
日
か
ら
十
四
日
ま
で

O
十
九
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

O
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
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